








　Dr. Tokuzo Fukuda was a scholar of economics, social policy, and a pioneer of Taisho Democracy. 
He was inf luenced by Ukichi Taguchi－an economist of Meiji period, and a founder of Tokyo Economist.
　Fukuda’s mother（Nobuko）respected Mrs. Toko Kimura, the sister of Ukichi Taguchi.
　Jinkichi Shioshima was an editor of Tokyo Economist, and he arranged a marriage between Dr. Fukuda 
and his first wife.
　Magoitsu Nunokawa was a contributor to Tokyo Economist, and he reviewed scholarship of Fukuda on 
its magazine. He pointed out the mistakes in the book of Kuranosuke Matsuzaki, who dismissed Dr. 
Fukuda from Tokyo Higher Commercial School.
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当時同省には経済学の洋書が豊富に所蔵されていた。田口はお雇い外国人シャンド（Shand, A. A., 
1844－1930）の知遇も得、６年間経済学の研究に励み、そのかたわら、『自由交易日本経済論』
と並行して『日本開化小史』を執筆、1877（明治 10）年より５年間で全６巻を分冊刊行した2）。















治 22）年からは市会議員に、1894（明治 27）年より衆議院議員を務め、没するまで延べ 26 年
間政治にかかわった。

















　初めて福田が田口に会ったのは、1903（明治 36）年 11 月 18 日、万国為替制度問題で来日し
たアメリカのコーネル大学経済学教授ジェンクス博士（Jenks, Jeremiah, 1856－1929）を小石川植
















　福田は、また、1915（大正４）年 12 月 18 日に開催された故田口博士贈位記念講演会において、
“経済学者中の偉大なる非経済学者”9）を演じた。「子供の時から先生を能く知つて居つた積りで、


































































































































































































































































































































































1）  本書は 2012年 4 月、第 14回図書館サポートフォーラム賞を受賞した。
2） 杉原四郎 “田口卯吉と経済雑誌”（『田口卯吉と東京経済雑誌』杉原四郎・岡田和喜編　日本経済評論社 
1995.2）　3、5頁。なお、田口の『自由交易日本経済論』は 1878（明治 11）年 1月発行、保護税の有害
性を主張した。
3） ｢東京経済雑誌｣ 創刊号の“緒言”に田口自ら記載。
4） 択善会は 1877（明治 10）年、渋沢栄一（1840－1931）が設立。田口は択善会から補助を受け、大蔵省翻
訳課発行「銀行雑誌」と択善会発行「理財新報」を合併して「東京経済雑誌」となし、独立するまで択
善会録事、銀行の景況欄を掲載した。
5） ｢東京経済雑誌｣ が創刊されてほどなく始まった論談会は鷇音会と名付けられた。経済談会は 1880（明
治 13）年 5月に発足、東京経済学講習会と改称されたのは定かでないが、1882（明治 15）年 1月には
広告にその名が見える。同講習会は会員を募集して毎月講義録を発行した。講義録はいくつかの著作を
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6） 田口の伝記には、塩島仁吉編 『鼎軒田口先生伝』経済雑誌社　M45.5 （復刻版：大空社 1993 『伝記叢書』
114）、田口親著『田口卯吉』新装版 吉川弘文館  2000.11 （人物叢書）がある。また、前掲『田口卯吉と
東京経済雑誌』の末尾の“田口卯吉の生涯と著作”は川又祐よって作成された。ここでは田口の署名が
記された著作のみが扱われている。




行における協議会は 11月 17日～ 19日に行われた（『渋沢栄一伝記資料』第 7巻 775－777頁）。













11） バジョット（Bagehot, W. 1826－77）は、イギリスの経済学者、ジャーナリスト、評論家。National 
Reviewを出して文芸評論を、政治経済評論家としては Economist 誌の主筆を 1860からつとめた。広範な
問題を論じ、鋭い科学的批評眼でイギリス社会を観察した。主著に The England Constitution（1867）、
Physics and Politics（1872）がある。
12） ピールソン（Pierson, Nikolaas Gerard, 1839－1909） オランダの経済学者、政治家。アムステルダム大学の
経済学、統計学教授。オランダ銀行総裁、蔵相、首相、下院議員をつとめ、オランダ経済立法に影響を
与えた。我が国においては A. A. Wotzel が英訳したピールソンの経済原論の緒論および第 1編を、河上
肇と河田嗣郎が共訳し『価値論』として宝文館から出版、福田が「国民経済雑誌」11（2）： M44.8 上で
新刊紹介として取り上げた。








15） 安丸　前掲 19頁。 
実践女子短期大学紀要　第 34 号（2013）
－ 156 －
16） バックル（Backle, Henry Thomas, 1821－1862）イギリスの歴史家。文明史の研究に志し、 History of 
civilization in England（1857－61、全 2巻）の第 1巻を出版して名声を得た。人類文化発達の要因として気
候、土地、食物等の自然条件を重要視し、一種の唯物論的歴史哲学を唱え、思想界に著しい影響を与えた。




18） 福田の卒業論文のタイトルは Die Entwickelung der Wirtschaftseinheit in Japan。出版は Die gesellschaftliche 
und wirtschaftliche Entwickelung in Japan （Volkswirtschaftliche Studien / hrsg. von Lujo Brentano und Walther 
Lotz ; 42） Stuttgart, Cotta, 1900.
 　当時、書評などを寄せた経済学者には、ラートゲン（Rathgen, Karl）、ブランド（Brandt, M. v.）、シュ
タインメッツ（Steinmetz, S. R.）などがいる。福田の教え子である坂西由蔵は、明治 38年休職中で小田
原に籠居していた福田にこの書の翻訳を申し出たが、福田は「好事も無きには若かず」と答えた。前述
のように、坂西訳は『日本経済史論』として明治 40年 4月に宝文館から出版されて改訂を重ねたが、
のちに福田は自訳して『経済学全集』第 3集（同文館  T14.10）に収めた。
19） 原文は Lotse 1（13）：1900.12 に掲載。坂西由蔵訳『日本経済史論』に「ブレンタノ先生序論」として、
また福田自訳（『経済学全集』第 3集 ）にも掲載されている。
20） 坂西由蔵宛福田書簡　（『経済学全集』第 3集  19－21頁）。玉野井芳郎 『日本の経済学』中央公論社　
S46.11 （中公新書） 75－76頁。




















25） 青山なを『明治女学校の研究』慶応通信　S45.1　（『青山なを著作集』2 ）。 



















認めたのが巌本善治であった’という （塩田良平『近代日本文学論』萬上閣　S10.5  136頁）。











　    ｢木村とう子の伝｣ は、「女学雑誌」中の“佳伝”項目扱いで、ナイチンゲールの伝、梅香女史の伝、小
野小町の実説などと共に掲載された。

















34） 塩島については、溝口喜一が、杉原四郎編 『経済雑誌の源流』有斐閣  1990　第 2 章『東京経済雑誌』と
『東洋経済新報』において、田口、乗竹、塩島それぞれの論調を分析しその特徴をあげている。
35） 「東京経済雑誌」1648（M45.5.25）　“経済科学”緒言 26頁（通頁 942頁）。
 　塩島は田口の心理的科学としての経済学という定義を継承するが、マクロードと乗竹の影響が大きく、
学と術の区別ではケアンズやシーニアの影響もみられるという。（前掲『田口卯吉と東京経済雑誌』77頁）









ひそかに予測していたのではなかろうか。’と指摘す。 （前掲 『田口卯吉と東京経済雑誌』 16～ 17頁）
38） 福田著『経済学研究』同文館より 1907（明治 40）刊行。
 　「東京経済雑誌」第 1395号（M40.7.6）に同書の書評が掲載された。（以下筆者要約）。
























 　休職は 1906（明治 39）年 8月 1日満期となり、東京高等商業学校を退官となる。
42） 菅禮之助 「一橋三教授： 関一、福田徳三、佐野善作三先生のことども」（「如水会々報」465: 1969.1  26頁）。
 　菅（1883－1971）は、福田休職を命じられた折復興運動を起して学校から除名される（３ヶ月後復学）。
福田は「トモヨユルセ」と打電。卒後財界に進み、のち東京電力会長に就任。
43） 慶応義塾の在職は 1905（明治 38）年 10月～ 1918（大正 7）年まで（この間辞職復職をくり返す）。政
治科のち理財科で、純正経済学、経済原論、経済史、社会政策などを教授した。










昇格は福田や関一らが 1901（明治 34）年 1月ドイツ留学中に起草した“商科大学設立ノ必要”（ベルリ
ン宣言）以来の悲願であったが、文部省および帝国大学の意向は帝国大学法科大学内に商科大学を設置
することであり、1909年 5月 6日文部省令をもって東京高等商業学校の専攻部廃止が決まった。5月 11
日同校の学生は総退学を決議し、「去校之辞」を朗読した。渋沢栄一を代表とする五商業会議所、大学、










47） 同叢書は同文館から、第 1冊に坂西由蔵著『企業論』1904（明治 37 ）年、第 2冊に左右田喜一郎著『信
用券貨幣論』1905（同 38）年を刊行したが、福田が東京高等商業学校休職の処分にあったため続行が不
可能となった。





49） 『内外経済学名著』は、坂西由蔵と共編、同文館より 1913－1929 全 6冊を刊行。福田は“刊行の趣旨”
および各冊に対して“序”を執筆した。 第 1冊『ジェヴォンス経済学純理』小泉信三訳、第 2冊『フッ
クス国民経済学』坂西由蔵訳、第 3 冊 『リーフマン経済学原理』宮田喜久蔵訳、第 4冊『クールノー富
の理論の数理的原理に関する研究』中山伊知郎訳、第 5冊『ヂード消費組合論』久我貞三郎訳、第 6冊 
『ロッシャー英国経済学史論』杉本栄一訳。
50） 『マルクス全集』は福田が企画・校註、大鐙閣から全 20冊の刊行予定で、第 1、2部資本論（高畠素之・























THE BULLETIN OF JISSEN WOMEN’S JUNIOR COLLEGE VOL.34 （2013）
－ 161 －
